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再開に向けての対応についてver.12 

21日の政府判断が目前となり、京都・大坂・兵庫は緊急事態宣言解除の方向で検討されているようです。それをうけて京都府も幼稚園の休業要請を解除することが濃厚です。加盟園が6月からの具体的な保育形態を決定して、保護者に通知する局面を迎えています。
京都市立小学校と市立幼稚園の段階的再開に関しては別添をご参照ください。また各園で市町村の対応もご確認ください。　
　再三、お伝えしていますが、最終的には各園の判断ですから、京都市立幼稚園の通知はあくまでも参考事例です。各園が6月からの保育を決定するにあたり以下の観点からご検討ください。
＜再開に向けての検討ポイント＞
・　幼稚園は3密状態や咳エチケットなどを小学校のように実施することが出来ないことを保護者に伝え、理解を求める。
・　園バスと昼食が大きなネック
→特に分散登園から全園児登園に切り替える際の、園としての判断根拠を明確に示すことが必要。
→園としての判断基準や今後の段階的スケジュールや感染防止対策を示すことが出来ない中で、バス通園や昼食を一気に実施することには慎重であるべき。
→バスを運行する際に心配なのでバスを利用しない保護者の気持ちに寄り添いながら、費用も含めた方針の決定（給食も同様）
・園児数、保育室面積、クラス人数、バス人数、空き教室などが、保育形態を決定する重要事項です。
・保育室設置基準53㎡に対するクラス人数をどれぐらいの段階を踏んで、元通りに再開するべきかを昼食も含めて検討することが重要です。
・園医に指導助言などを求めることも重要。
・具体的な園としての感染防止策を保護者と教職員で共有する。	
・　優先されるべきは子どもの安全、安心です。安全が確保されない中での安易な全面的な保育の再開には、リスクが伴うことをご認識ください。
　　　　
各園で感染防止マニュアルを作成し、教職員に周知徹底する事、また保護者にも周知することが必要になってきます。もちろんのことですがこれで終わりではなく長期戦になることを前提に、保護者の理解を得ながら保育をすすめていくことが求められます。一度決めたことに固執せず、状況に応じて柔軟に対応することが肝要です。
